
祝   辞 
 

広島県知事  藤 田 雄 山   

 

「第７７回全国書画展覧会」が，全国から１９

万点もの応募作品に恵まれ，今年も盛大に開催さ

れますことを，心からお慶び申し上げます。 

  この度入賞されました皆さん，おめでとうござ

います。この度の受賞は，皆さんのたゆまぬ努力はもとより，先生方

の熱心な御指導や，温かく見守ってこられた御家族をはじめとする関

係者の皆様の御尽力の賜であり，深く敬意を表する次第でございます。 

さて、この書画展覧会は長い歴史と伝統を誇り，近年では国内各地

にとどまらず海外からも多数の作品が寄せられるなど，回を重ねるご

とに規模・内容ともにますます充実し，日本で最大級の公募展として

定着しております。 

 全国一の筆の生産を誇る熊野町において今年も本展が開催されます

ことは，県民の皆様にとりましても，優れた作品の鑑賞を通して豊か

な感性を磨き，新たな書の魅力を発見していただけるまたとない機会

であり，本県の文化の振興にとりましても，また，伝統産業の振興に

とりましても，誠に意義深いことでございます。 

 開催に御尽力されました関係者の皆様に深く敬意を表しますととも

に，全国書画展覧会の今後ますますの御発展を祈念いたしまして，お

祝いの言葉といたします。 



祝   辞 
 

広島県教育委員会教育長  
 榎 田 好 一   

 
 第７７回全国書画展覧会作品集が刊行されますことに対し

まして，心からお慶び申し上げます。 

 また，日本一の筆の産地である熊野町において，全国書画展

覧会が開催され，このたび受賞の栄誉を得られました皆様に，

心からお祝い申し上げます。 

 さて，新しい教育基本法には，教育の目標として，「伝統と文化を尊重し，それ

らをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平

和と発展に寄与する態度を養うこと」が示されています。これを踏まえ，書写の指

導について，平成２０年３月告示の新しい小学校学習指導要領では，日常生活や学

習活動に役立つようにする観点から，手紙を書いたり記録をとったりするなどの活

動の充実が図られ，また，新しい中学校学習指導要領では，社会生活に役立つこと

を引き続き重視するとともに，文字文化に親しむようにする観点から，文字を手書

きすることの意義が示されました。さらに，平成２１年３月告示の新しい高等学校

芸術科（書道）では，書の文化の継承と創造への関心を一層高めるようにする観点

からの改善が行われました。 

 県教育委員会におきましても，「確かな学力」と「豊かな心」の基盤となる「こ

とばの力」を児童生徒に確実に身に付けさせることを目的に「ことばの教育」に取

り組むとともに，学習指導要領に基づいた書写及び書道の指導の充実に努めている

ところです。 

 このような中で，我が国の伝統と文化のすばらしさにふれられる本展覧会は，児

童生徒に生涯にわたって書を愛好する心情を育て，書の文化を尊重する態度を養う

ものであります。また，今回も国内外から多くの応募がありましたことは，本展覧

会が，書画の魅力を世界に発信し続けてきた成果であると考えております。 

 本展覧会の開催に向けて御尽力いただいた関係者の皆様に，心から敬意を表しま

すとともに，全国書画展覧会の今後益々の発展を祈念し，お祝いのことばといたし

ます。 



祝   辞 

 

熊野町長  三 村 裕 史   

 

芸術の秋、今年も筆の都「熊野町」において、全国

書画展覧会を開催することができますことを関係者

の一人としてたいへんうれしく存じます。 

まず、日ごろの精進が実を結び今回受賞された皆

さんに対しまして、心からお祝い申し上げます。今後とも、この受賞

を励みとされ、より一層の研鑽を積み重ねられ、素晴らしい作品を創

作されますことを期待しております。 

今回で７７回を迎えるこの伝統ある展覧会には、全国の小・中学校、

海外の日本人学校等から１９万点を超える応募があり、規模、内容と

もに充実した国内最大級の公募展として、熊野町民の誇りとなってい

ます。 

 本町は、平成１１年に県内で初めて「教育の町 熊野」宣言のもと、

児童生徒の健やかな成長を願い、あらゆる教育を通してまちづくりを

推進するとともに、我が国の伝統文化である書写・書道及び図画工作・

美術教育の振興に力を入れてまいりました。また、日本一の筆産地を

活かし、賑わいづくりや交流人口の拡大にも努めてまいりました。そ

うした中、この展覧会は全国から多くの書画作品が出品され、表彰式

には全国各地から受賞者が集い、本町の筆文化事業の象徴的な催しと

して定着しています。 

筆を使って正しく整った文字を書いたり、美しい絵を描いたりする

ことは、子どもたちの豊かな感性と鑑賞の力を伸ばすとともに、伝統

文化に対する理解にもつながります。今後もこの展覧会を通じて、筆

の都「熊野町」から国内外へ、筆から始まる文化の創造を発信してま

いりたいと存じます。 

 この展覧会の開催に当たり、文部科学省、広島県、広島県教育委員

会その他関係諸団体から御支援、御協力をいただきましたことに深く

感謝を申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 



ご 挨 拶 

 

全国書画展覧会運営委員会    

委員長  宗 盛 勝 則   

 

          今年で７７回の歴史と伝統を誇る全国書画展覧

会が、皆様方のご支援とご協力により盛大に開催

されますことに、まずもってお礼申し上げます。 

今回は、全国から小学校１６２５校、中学校  

１１８２校、塾等６４４団体、また海外からも２４カ国３４地域の日

本人学校から、合わせて２０万点近い作品を出品いただきました。 

この全国書画展覧会は、教育の基礎基本である国語の文字教育と、

日本の伝統的な文化である毛筆書写書道、また美術造形教育の振興を

目的に運営を進めてまいりました。 

 審査長は、毎年文部科学省の教科調査官の先生方にお願いし、現在

の教育課題に適応しかつ学習指導要領に則った教育本位の審査をして

いただいています。 

「筆といえは熊野を思い、熊野といえば筆を想う」熊野町は毛筆、

画筆、化粧筆の国内生産の約８割を占める筆の町です。筆づくりはそ

れぞれの職人がすべて手づくりで行い、その技術は連綿と受け継がれ、

子どもたちが書きやすい筆を作っています。こうした筆がこの展覧会、

ひいては日本の伝統文化を継承するとともに、新しい時代の文化を創

り出していると思っております。 

この度、栄えある賞に入賞されました児童生徒の皆さん、誠におめ

でとうございます。今回の感激を胸に刻んで今後も一層精進していた

だきと思います。また、優秀校に選ばれました学校におかれましては、

校長先生をはじめ諸先生方の熱心なご指導と児童生徒の努力の賜物で

ありまして、深く敬意を表し、お慶びを申し上げます。 

 終わりに、本展覧会の運営並びに開催に当たりまして、共催やご後

援とご協力をいただきました関係各機関・団体に対し、厚くお礼を申

し上げまして、ご挨拶といたします。 



全国書画展覧会について 

 

 「筆の都」広島県熊野町における全国書画展覧会は、昭和６年から始ま

り、日展よりも古い７７年の歴史を数えます。 

国語教育の基礎基本であり、伝統的な日本文化で心の教育の一環として

も期待が大きい毛筆書写教育を守る立場から、この展覧会を運営してまい

りました。幸い全国の多くの学校の先生方や保護者の皆様に支えられ、今

回は全国の小・中学校及び塾など約３５００団体から書写の部、画の部合

わせて２０万点近い作品が集まりました。 

 この展覧会の特徴は、授業（学校行事）の一環として取り組みやすいよ

うにしていることです。書写の部は学校で使用している書写の教科書から

課題が選択できるようにし、画の部は課題・用紙の大きさを自由とし、絵

手がみも受け付けています。こうした応募規定から、１学期の代表作品や

夏休みの課題として出品していただいています。また、学校からと塾など

からの応募は、下審査の時から本審査まで一貫して別審査とし、学校での

指導に公平を期しています。 

 ５月、全国すべての小・中学校に展覧会の案内を送付しています。 

審査長は、現在の教育課題に適応した内容や審査とするため、文部科学省

初等中等教育局教育課程課の教科調査官の先生にお願いし、学習指導要領

に則った教育本意の公正な審査をしていただいています。 

１１月中旬、優秀作品の展覧会を開催するとともに表彰式を行い、全国各

地から受賞者が集まります。 

応募者全員に賞状を授与しており、金賞以上の入賞者には本人の作品画

像入り賞状としています。 

 今回の展覧会には、海外２４カ国３４地域の日本人学校から１，３８５

点の力作が寄せられ、また、中国四川省内江市からは、永年青少年の書画

作品が賛助出品されています。海外から出品された作品は、優秀作品と一

堂に展示披露しており、国際色豊かな展覧会となっています。 


